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Summary: It is widely known that the Japanese language frequently uses onomatopoeias. They are not only
used for vocal communication with infants but also used extensively in the field of childcare. The research
examines seven sets of the phonetic sound of“wan”（Japanese onomatopoeia for a dog barking）succes­
sively uttered by an eighteen­month­old girl. The“tone colors”included in the sounds were visualized by
an audio analysis using specific loudness to extract the acoustic characteristics of an infant’s voice. The re­
sult shows that each of the peak values（pitch of a sound）of the seven, successively­uttered phonetic
sounds vary. Also, the sound pressure levels of the frequency component alternate largely, showing charac­
teristics different from an imitative speech by an adult. It can be considered that understanding such details
of phonetic characteristics specific to infants could provide a perspective necessary for nurturing rich ono­
matopoeic sounds of a child. Today, onomatopeias are widely used in teaching materials for childcare/educa­
tion such as picture books and children’s songs. The research examines such materials to determine if they
could sufficiently guarantee the richness of onomatopeias expressed by children.

















とは夙に述べられている（原子・奥野 2007，佐野 2009，河本 2011, Bae・味府 2011）。オノマトペの特徴として
まず，物事の特徴を端的に表すことができる，いわゆる音象徴としての分かりやすさを少なからず含んでいるこ
とがあげられる。こうしたオノマトペの構造や音韻的特徴としてはすでに多くの研究がなされている（田守・ス




























対象とした音声は，女児 1名の出生後 1か月齢から 24か月齢まで，自宅において 1か月毎に母親との遊び場面
（母親との相互作用場面）で録音された音声で，音声分析を専門とする者 3名が「オノマトペ」と判断できる発声
を抽出した。このうち分析対象とした音声は母親が「わん」と発声したことから，対象児が「ワン /wan/」と発声
したもので，対象児の 18か月齢時点での音声である。なお「ワン /wan/」と聴取判断できる音節がほぼ 13回連続
して発声された部分であり，この 13回連続した「ワン /wan/」音声の持続時間は 5.9秒であった。
なお，ここで分析対象とした音声は，一連の音節に背景雑音が少ない部分を抽出した。IC レコーダーを用いた
家庭内での録音であるため録音時のマイクロフォンの校正が実施されていないことを付記する。


















Fig. 1をもとに対象音声の基本周波数の推移をまとめる。まず児の 13回「ワン /wan/」音声は 350 Hz 程度の高
さから始まり，2回目の「ワン /wan/」では一気に 1オクターブ以上高い高さになっている。その後「ワン /wan/」
の発声毎に少しずつ基本周波数が下がっていき，10回の「ワン /wan/」ののち 0.5秒程度のポーズを置き，中央の















Fig. 2は連続して発声された 7音節の「ワン /wan/」音声について，各音節の特定ラウドネス分析（音節内平
均）の結果を 3D グラフで示したものである。縦軸は特定ラウドネス値（sone），横軸は周波数（Hz）を示し（以




これらの「ワン /wan/」音声の第 1から第 7音節を対象に，以下，各音節の時間進行に沿った特定ラウドネス値
を 3D グラフで示し，グラフから読み取れる各音節の特徴について述べ，併せて各音節のラウドネス及びシャー





Fig. 3左に第 1音節内の特定ラウドネス値の 3D グラフを示した。特定ラウドネス値（sone）は 570 Hz-2.2 kHz
に集中した。音節内を三等分してそれぞれを前期，中期および後期とすると，音節の前期では特定ラウドネスが




Fig. 2 ワン /wan/音声の第 1から第 7音節における特定ラウドネスピーク値の 3D グラフ
縦軸は特定ラウドネス値（sone） 横軸は周波数（Hz） 奥行は音節
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② 第 2音節について
第 2音節内の特定ラウドネス値（sone）は Fig. 3右に示したように 570 Hz-2.2 kHz に集中しているが，その様
相は第 1音節と明らかに異なった。前期と後期では 644 Hz 付近の特定ラウドネスが顕著に現れ，中期ではその
644 Hz 付近に，また 1.27 kHz から 1.97 kHz 付近にも特定ラウドネスが顕著に現れている。なお特定ラウドネス
は後期の 644 Hz 付近で最も顕著に現れていることは第 1音節との違いで，これは実際の音声の聴取印象と一致し
た。
③ 第 3音節について
第 3音節の特定ラウドネス値（sone）は Fig. 4左に示したように，特定ラウドネスは 570 Hz-2.2 kHz に集中し
ているが，その様相は第 1音節とは異なる。後期では 644 Hz 付近の特定ラウドネスが顕著に現れ，前期と中期で
はその 644 Hz 付近と共に 1.27 kHz から 1.97 kHz 付近にも特定ラウドネスが顕著に現れている。なお，特定ラウ
ドネスは後期の 644 Hz 付近で最も顕著に現れており，第 2音節と類似していた。また，ラウドネスは中期で最大
Fig. 3 第 1音節，第 2音節の特定ラウドネス値の 3D グラフ
縦軸は特定ラウドネス値（sone） 横軸は周波数（Hz） 奥行は時間（sec.）






第 4音節の特定ラウドネス値は Fig. 4右に示したように，570 Hz-2.2 kHz に集中しているものの，その様相は




第 5音節の特定ラウドネス値は Fig. 5左に示したように，570 Hz-2.2 kHz に集中しているが，その様相はやや
第 2音節に類似した傾向であった。前期と後期では 644 Hz 付近の特定ラウドネスが顕著に現れているが，そのレ
ベルは第 1音節から第 3音節までのそれより小さかった。中期ではその 644 Hz 付近に，また 1.27 kHz から 1.97
kHz 付近に第 2音節と同様に特定ラウドネスが現れており，ラウドネスは中期に最大となり，第 4音節と同様の
傾向であることがわかった。また，聴取印象でも同様の傾向が聴き取れた。
⑥ 第 6音節について
第 6音節の特定ラウドネス値は Fig. 5右に示したように，音節内において特定ラウドネスは 440 Hz-1.8 kHz に
集中していた。第 1音節から第 5音節の傾向と比べると，特定ラウドネスのピークが後期に顕著に現れておりい
ずれも 644 Hz 付近で最大となった。さらに 2時点においてラウドネスが極大となり，一つ目の極大点は中期
（1.947 sec.）で，二つ目は中期と後期（2.037 sec.）の境界に位置する結果であった。このことは，顕著に現れる
周波数は異なるがラウドネスが中期で最大となる山状であり，かつその最大値はシャープネスの最大時点以降で
あるという点で，第 1音節と類似した傾向にあると考えられる。しかし，聴取印象では実際の /wan/ の音声は wa
部分の音声が明瞭ではなく，聴取印象は第 1音節とは同様ではなかった。
⑦ 第 7音節について
第 7音節に関しては Fig. 6が示すように，特定ラウドネス値は 440 Hz-714 Hz に集中しており，この第 7音節
の中で最も特定ラウドネスが顕著に現れた部分を細破線で囲んだ。この部分は，周波数領域が狭いことから，他
のどの音節とも類似性は低いことがわかる。共通する傾向としては第 6音節と同様に，細破線で示したように特
Fig. 5 第 5音節，第 6音節の特定ラウドネス値の 3D グラフ
縦軸は特定ラウドネス値（sone） 横軸は周波数（Hz） 奥行は時間（sec.）





ここまで対象児 1名の発声による連続した「ワン /wan/」音声にみられる特徴を 7つの音節ごとに，特定ラウド
ネス値の変化に視点を当てて分析した。得られた結果は以下のようになる。























































































本稿 1, 4, 5章の執筆は坂井，特定ラウドネス分析とその解析，および第 3章の執筆は中野，1, 2, 3, 5章の執筆








学会誌，58-2, pp.69-73.）」。また非定常ラウドネスによる分析においては聴覚特性に基づく手法，すなわち 1 kHz を基準に
定比幅を有したフィルタによって分割された周波数帯域で実施し，またオクターブバンド分析における周波数帯域の分け
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